





























































from the Past to the Future－Recollecting the History 





























図版 1　郁の詩「関西学院風物詩」の一節（「関西学院新聞」第 21 号　1926・6・15）。
図版 2　“1925 Harada-no-mori campus map”（関西学院史編纂室池田裕子執筆・編集『Voices from the Past to the Future-Recollecting the History 









を三宮の「カフェ・ガス」で開催した折（1924 年 11 月）に
郁と行動をともにしていた、兵庫県立第二神戸中学校の先
輩である福原清と語らって始めた同人詩誌「羅針」の創刊
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れてゐるのです / 季節の移りかはりよりはやく / 猫の目の






































ム」も供される。8 月 22 日付の新聞には、お下げ髪の少女
の顔と、その口から伸びているストローと、グラスに入った
何やら泡立った飲料の絵とがイラスト風に組み合わされて、































プ ラ タ ン
懸樹は整列した」と歌われる篠
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であって、兵庫県立美術館には 1932 年 1 月発行の第 1 号














の歌詞はと言えば「チャカホイ チャカホイで / ブラシを振
















































































































うに 刺戟のように / ふりそそいだ / ふりそそいで二十五年 




そ ご う が ん
河厳執筆『朝日会館史（大
阪朝日編年史別巻）』〈1976・10　朝日新聞社史編修室〉
に拠った）が、それより1 年半ほど遡る1950 年 3 月には、
同会館で開催された小牧バレエ団公演 「グランド・バレ
エ “アメリカ”」の制作にも携わっていたのである（ちなみ
にこの時期の郁と朝日新聞社との繋がりは、たとえば彼が
「ACC」（朝日批評家集団）に加わっているという一事をもっ
ても示されている）【図版 14】。
　この「グランド・バレエ “アメリカ”」は、同バレエのパン
フレット中にある「解説」によれば、同月に西宮球場及び
外園で開催された朝日新聞社主催の「アメリカ博覧会」に
協賛して、朝日新聞文化事業団主催の下に関西在住の各
自の活躍ジャンルを異にした芸術家たちが協働して制作し
たもので、第一部「バレエ「新世界交響曲」（ドボルザーク
曲）」、第二部「シンフォニック・ジャズ「アメリカ人の日本
見物」（服部良一新作曲）」、第三部「バレエ「ラプソディー・
イン・ブルー」（ガーシュイン曲）」より構成されている。こ
の中で竹中郁がその制作に直接関わったのは「バレエ「新
世界交響曲」」で、具体的に彼が担ったのは「詩的構想」
であり、それ以外の役割とその担当とは、「装置衣裳」が
小磯良平、「演出振付」が小牧正英、「指揮」が朝比奈隆
である【図版 15】。
　詩人として本格的に出立して以降も、山本通 1 丁目にあ
る彼のアトリエを頻繁に訪ねるなどして交友を重ねてきた
小磯とともに仕事をしていることにも興味をそそられるし、
小牧や朝比奈とともに名を連ねていることも注目されてよ
い。なぜなら、小牧正英率いる東京バレエ団ならびに小
牧バレエ団は、それまでに「白鳥の湖」「シェヘラザード」
「コッペリア」「受難」「牧神の午後」の公演により、戦後
の大阪朝日会館の舞台に華やぎをもたらしてきたし、その
際の音楽指揮をとる朝比奈隆が牽引する関西交響楽団の
定期演奏会も 30 回近く開催されてきていたのだから。つ
いでに言うと、小牧・朝比奈の交友は 1943 年の冬、上海
交響楽団演奏会の指揮をとるために上海に赴いた朝比奈
が、この国際都市でロシア・バレエの伝統を受け継ぐ活動
を続けていた「上海バレエ・リュス」の一員としてライシャム・
シアター（蘭心大戯院）で活躍する小牧と出会い、芸術家
として意気投合した時点から始まっていた。こうした大阪
朝日会館の舞台で活躍する両花形と相まみえて、バレエ台
本を書くことが、郁にどんな刺戟をもたらしていったか ?
　「グランド・バレエ “アメリカ”」のパンフレットに掲載さ
れている「新世界交響曲」のストーリーは以下のようなもの
だ――「アメリカ大陸へ上陸した一青年が村におそいかゝ
る怪鳥 “野蛮” を退治しようとして弓で怪鳥を射つが矢は
図版 14 「グランド・バレエ・“アメリカ”」プログラム表紙
（大阪朝日会館　1950・3・17 〜 19）。
図版 15 バレエ「アメリカ」をつくるひとたち（「グランド・バレエ・“アメ
リカ”」プログラム口絵写真）。左から小牧正英・竹中郁・小磯良平・
吉原治良（吉原は第 3 部「ラプソディー・イン・ブルー」の舞台装置担当）。
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鳥にあたらず友人にあたる。そこへ別の白い怪物（以下二
回出てくる「怪物」も含めて「怪鳥」の誤りと思われる）が
あらわれたと村の少年たちは告げてくる。最初青年はこの
白い怪物を悪魔の同族だと思つていたが、文明であること
を知り、素直にこの白いものの精神をとりいれて腕力でな
く愛と智によって “野蛮” の怪物を退治する。」
　「アメリカ博覧会」を記念する要素もストーリー中に織り
込まれていることがわかるが、同パンフレットに寄せた「は
じめてバレエに―」と題した文章の中で、20 年近く前のパ
リ遊学の折にいろいろ沢山のバレエを観た経験を頼りに、
バレエの台本作りという初めての仕事に臨んだ郁は、その
点にも触れつつ、台本より先に曲があって、しかもそれが
今回のドボルザーク「新世界」のように「ドラマチックなと
ころの少ない」ものの場合、そこからどのようにして創作
バレエに見合ったドラマチックでファンタジーに満ちた筋を
立案していくかに苦労したと述べている。そして、それに
対して小牧が寄こしたアドバイスを振り返って、見せるもの
としての急所をよく心得ている踊り手ならではの慧眼に感じ
入ったとも述べている。
　この発言は、芸術という言葉では一括りにできても、そ
の諸分野にあってはそれぞれ違った才覚が必要とされ、か
つまた厳然と存在していることの発見を指していると言えよ
う。そして、それらの違いを持つジャンルの相互の交渉、
交流といったものは、一つの領域の中に立てこもっている
芸術家をより広い世界に連れ出し、彼（彼女）の創造意欲
を賦活していく契機ともなるものだ。おそらくそのありよう
は、海港詩人倶楽部に集った仲間たちとの「詩」的交流と
はかなり次元の異なるものではないか。
　むろん、同じ文章のなかで、次の機会には曲にとらわれ
ず、最初から自由に台本を書いてみたいという抱負も郁は
口にしている。自らを中心として、芸術活動の拡充を願う、
ごく自然な願望である。しかし、それと同時に郁はこうも
言っている。「（バレエの）成功不成功の鍵は、作者、画家、
作曲家、按舞家のこの四つの横の連りにあるようだ。それ
がうまく行きさえすれば、台本の出来不出来はそんなに成
果を左右するものではない。そんな考えがする。」と。こう
した考えを宿すことによって竹中郁は詩人としても豊熟の時
を迎えていくのではないか。この時点で郁は 46 歳。彼の
芸術創造はまだまだこの先へと続けられていく。
大橋　毅彦（おおはし　たけひこ）
1955 年東京都生まれ。関西学院大学文学部教授（文学言語学
科日本文学・日本語学専修）。博士（文学）。専門は日本近代文
学。早稲田大学大学院文学研究科博士課程後期課程満期退学。
甲南女子大学教授を経て 2004 年より現職。室生犀星から研究
をスタートさせたが、上海と神戸を窓にして、無名の存在も含む
その地での文学者・美術家・文化人の活動の掘り起こしを行うこ
とが目下の課題。主な著書、共著として『室生犀星への／からの
地平』（2000 年、若草書房）、『新聞で見る戦時上海の文化総覧
―『大陸新報』文芸文化記事細目』（2012 年、ゆまに書房）、『昭
和文学の上海体験』（2017 年、勉誠出版）などがある。
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右 ： 「関西文学」表紙　
左 ： 「羅針」表紙
（学院史編纂室所蔵）
上：卒業アルバムより
（学院史編纂室所蔵）
下：『現代日本詩人全集 : 
全詩集大成 ; 第13巻』より
（東京創元社, 1955 年）
竹中郁
（1904-1982）
